
















目的 

乳児健診の大きな目的のひとつに障害児の早期発見があり,発見された障害児を治療や療

育にむすびつけることが重要である。しかし、障害の種類は多岐にわたり、何らかの異常

をもつ児が発見されても診断および診断後の治療や指導をうけるシステムは不十分である。

また、3～4ヵ月以前に異常を発見されても適切な処置をとられるべきむのが放置されたり、

遅れたりしている。したがって発生予防、障害児の早期発見、早期治療からさらに、早期

療育、地域の保健婦等によるフォローアップまでが、出生前から乳幼児期、幼児期へと一

貫したシステムの屯とに進められるととが重要である。 

以上のような見地より・地域中核病院のあり方地域保健婦、助産婦、医師、治療、療育者

のあり方と効率のよい早期発見および、各職種間の連携のあり方を追求した。 


